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１９９９－２００２年の太陽活動極大期に日本で観測された低緯度オーロラ

Mid/Low-Latitude Auroras Observed in Japan During the Solar Maximum Period of
1999-2002
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１９９９年から２００２年の太陽活動極大期では、磁気嵐に伴い１１例の低緯度オーロラを日本で観測するこ

とに成功した。そのすべてが、波長６３０ｎｍ（酸素原子）の赤い発光が日本の北側で増光したものであった。ま

たその中の数例では、同時に窒素分子イオン（波長４２７．８ｎｍ）が数レイリーほど増光しており、高エネルギー

電子かエネルギーの高い重イオン・中性原子の

降り込みを示唆している。これらの赤いオーロラは、磁気嵐中のサブストームで増光することが多かった。講

演では、Stable Auroral Red (SAR)  Arc とも関連づけて、この日本で観測される低緯度オーロラの成因を議論す

る。


